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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月2日(2020.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正常な監視対象が撮像された画像データを取得する画像取得部と、
　前記画像データに対して、前記監視対象の環境の正常な変化範囲を超えない範囲で、色
調の変更を伴う異なる画像処理を行うことにより、複数の複製画像データを生成する画像
処理部と、
　前記複数の複製画像データを教師データとして、前記監視対象を撮像した画像データか
ら、前記監視対象の正常性の判定に用いられる値を出力するようにモデルを学習させる学
習部と
　を備えるモデル学習装置。
【請求項２】
　前記画像データは、前記監視対象の温度によって色調が異なる熱画像を含み、
　前記画像処理部は、前記画像データの色調を、前記監視対象の環境温度の変化範囲内の
異なる温度に相当する色調に補正する画像処理を行うことにより、前記複数の複製画像デ
ータを生成する
　請求項１に記載のモデル学習装置。
【請求項３】
　前記画像データが撮像されたときの前記監視対象の環境温度を示す温度データを取得す
る温度取得部と、
　前記画像データと前記温度データとに基づいて、温度変化と色調の補正値との関係を特
定する補正値特定部と、
　をさらに備え、
　前記画像処理部は、前記画像データに対して、前記補正値特定部が特定した前記関係に
基づいて特定される前記補正値を用いた画像処理を行う
　請求項２に記載のモデル学習装置。
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【請求項４】
　前記画像処理部は、前記画像データの色調を、前記監視対象の環境の照度の変化範囲内
の異なる照度に相当する色調に補正する画像処理を行うことにより、前記複数の複製画像
データを生成する
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載のモデル学習装置。
【請求項５】
　前記画像データを分割して複数の分割画像データを生成する分割部をさらに備え、
　前記画像処理部は、前記複数の分割画像データのそれぞれに対して、色調の変更を伴う
異なる画像処理を行うことにより、複数の複製画像データを生成する
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載のモデル学習装置。
【請求項６】
　正常な監視対象が撮像された画像データを取得するステップと、
　前記画像データに対して、前記監視対象の環境の正常な変化範囲を超えない範囲で、色
調の変更を伴う異なる画像処理を行うことにより、複数の複製画像データを生成するステ
ップと、
　前記複数の複製画像データを教師データとして、前記監視対象を撮像した画像データか
ら、前記監視対象の正常性の判定に用いられる値を出力するようにモデルを学習させるこ
とで学習済みモデルを生成するステップと
　を有する学習済みモデルの生成方法。
【請求項７】
　コンピュータに、
　正常な監視対象が撮像された画像データを取得するステップと、
　前記画像データに対して、前記監視対象の環境の正常な変化範囲を超えない範囲で、色
調の変更を伴う異なる画像処理を行うことにより、複数の複製画像データを生成するステ
ップと、
　前記複数の複製画像データを教師データとして、前記監視対象を撮像した画像データか
ら、前記監視対象の正常性の判定に用いられる値を出力するようにモデルを学習させるス
テップと
　を実行させるためのプログラム。
【請求項８】
　正常時における監視対象が撮像された画像データに対して、前記監視対象の環境の正常
な変化範囲を超えずに色調の変更を伴う異なる画像処理を行うことにより生成された複数
の複製画像データを教師データとして、前記監視対象を撮像した画像データから、前記監
視対象の正常性の判定に用いられる値を出力するように学習された学習済みモデルであっ
て、
　コンピュータに、
　取得された前記画像データから、前記監視対象の正常性の判定に用いられる値を出力す
るステップ
　を実行させるための学習済みモデル。
【請求項９】
　撮像された画像データを取得する画像取得部と、
　請求項８に記載の学習済みモデルを用いて、前記画像データから前記監視対象の正常性
の判定に用いられる値を算出する推論処理部と、
　算出された前記値を用いて、前記監視対象の正常性を判定する判定部と
　を備える監視装置。
【請求項１０】
　監視対象が撮像された画像データを取得するステップと、
　請求項８に記載の学習済みモデルを用いて、前記画像データから前記監視対象の正常性
の判定に用いられる値を算出するステップと、
　算出された前記値を用いて、前記監視対象の正常性を判定するステップと
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　を有する監視方法。
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